
◆
北
国
街
道
き
の
も
と
宿
会
場

　
　
　（
J
R
木
ノ
本
駅
周
辺
）

　
秘
伝
の
技
法
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
高

さ
10
ｍ
に
お
よ
ぶ
山
飾
り
が
見
ど
こ
ろ

の
「
丹
生
茶
わ
ん
祭
」
の
曳
山
が
J
R
木

ノ
本
駅
前
に
登
場
。

　
花
奴
と
呼
ば
れ
る
踊
り
手
に
よ
る
練

り
込
み（
行
列
移
動
）と
山
車
の
引
き
回

し
も
行
わ
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

き
の
も
と
宿
街
道
ま
つ
り

　
ご
当
地
グ
ル
メ
が
集
結
す
る
「
街
道
屋

台
」
や
餅
つ
き
、
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
等
の

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】10
月
30
日（
日
）10
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】地
蔵
坂
・
北
国
街
道

　
大
会
当
日
の
会
場
周
辺
は
、
交
通
規

制
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

29
土
〜
30
日
は
ま
ち
な
か
、き
の
も
と
へ
！

▶
丹
生
茶
わ
ん
祭
の
山
飾
り

河内音頭

龍神舞

金居原の太鼓踊り

阿波おどり

10月長
浜
曳
山
ま
つ
り

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
受
賞
！

　
今
年
の
「
高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸

能
賞
」
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
間

近
の
長
浜
曳
山
ま
つ
り
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
賞
は
、
地
域
伝
統
芸
能
の
保
存
と
継
承
に

よ
せ
ら
れ
た
高
円
宮
殿
下
の
ご
遺
徳
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
賞
で
、
伝
統

芸
能
の
保
存
、
継
承
、
活
用
の
全
て
に
お
い

て
抜
き
ん
で
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
個
人
ま

た
は
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
長
浜
市
で
は
、
こ
の
た
び
の
受
賞
を
記

念
し
、
10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）
の

２
日
間
、
市
内
４
会
場
で
地
域
伝
統
芸
能

全
国
大
会
「
日
本
の
祭
り
in
な
が
は
ま

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
と
は

　
こ
の
大
会
は
、
各
地
の
伝
統
芸
能
な
ど
の

公
演
を
通
じ
て
、
伝
統
芸
能
の
活
性
化
や
観

光
振
興
を
図
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
24
回
目
。
関
西
で
は
平
成
11
年

の
和
歌
山
県
に
次
い
で
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。『「
秀
吉
出
世
の
ま
ち
」
長
浜
か
ら

日
本
を
元
気
Ｕ
Ｐ
』
を
テ
ー
マ
に
、
県
外

13
、
県
内
18
、
海
外
２
団
体
の
合
計
33
団
体

が
出
演
し
、祭
り
や
踊
り
、狂
言
、獅
子
舞
、
唄

と
い
っ
た
自
慢
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。

　
本
市
か
ら
は
、「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」、「
丹

生
茶
わ
ん
祭
」、
８
年
ぶ
り
の
復
活
と
な
る

「
速
水
伊
豆
神
社
八
朔
大
祭
幡
母
衣
武
者
行

列
」、「
永
久
寺
の
蛇
の
舞
」「
冨
田
人
形
」「
八

日
市
の
太
鼓
踊
り
」「
下
余
呉
の
太
鼓
踊
り
」

「
金
居
原
の
太
鼓
踊
り
」「
当
目
の
太
鼓
踊
り
」

が
出
演
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
29
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】

●
メ
イ
ン
会
場

さ
ざ
な
み
会
場
（
長
浜
文
化
芸
術
会
館
）

ま
ち
な
か
会
場
（
中
心
市
街
地
）

●
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

北
国
街
道
き
の
も
と
宿
会
場

（
J
R
木
ノ
本
駅
周
辺
）

浅
井
会
場
（
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
）

※ 

さ
ざ
な
み
会
場
の
入
場
整
理
券
の
募
集
は

締
め
切
り
ま
し
た
。
浅
井
会
場
は
、
引
き

続
き
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　 

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

事
務
局
（
歴
史
遺
産
課
）
☎
６
５
‐
６
５
１
０

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://m
atsu

rin
agah

am
a.jp
/

）
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◆
ま
ち
な
か
会
場
（
中
心
市
街
地
）

　
　
曳
山
博
物
館
広
場
と
長
浜
駅
前
通
り

会
場
で
、
伝
統
芸
能
の
競
演
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
10
月
30
日
（
日
）
に
は
「
秋

の
長
浜
曳
山
祭
特
別
公
開
」
と
し
て
、
長

刀
組
の
太
刀
渡
り
や
今
春
の
出
番
山
四
組

に
よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
の
上
演
を
行
い
ま

す
。
春
の
祭
礼
以
外
で
四
組
の
子
ど
も
歌

舞
伎
の
上
演
が
行
わ
れ
る
の
は
昭
和
29
年

の
四
組
交
代
出
場
取
り
決
め
以
降
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　
長
浜
駅
前
通
り
会
場
で
は
、
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
の
「
太
鼓
踊
り
」
の
競

演
や
、
鎧
を
身
に
ま
と
い
背
に
24
本
に

割
っ
た
竹
に
48
個
の
紅
提
灯
を
付
け
て
練

り
歩
く「
速
水
伊
豆
神
社
八
朔
大
祭
幡
母
衣

武
者
行
列
」の
ほ
か
、
織
田
信
長
が
安
土
城

下
で
観
覧
し
た
と
伝
わ
り
、
山
車
と
山
車

が
ぶ
つ
か
り
合
う
勇
壮
な
祭
り
「
日
牟
礼

の
左
義
長
行
事
」が
行
わ
れ
ま
す
。

同
時
開
催 

お
祭
り
屋
台

　
長
浜
駅
前
通
り
特
設
会
場
に
多
く
の
飲

食
屋
台
が
並
び
ま
す
。

【
と

　
き
】10
月
29
日
（
土
）
11
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　
30
日
（
日
）
11
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】長
浜
駅
前
通
り
特
設
会
場

浜

まつり

婦

冨田人形タイ民俗舞踊山形花笠まつり

奄美の島唄速水伊豆神社八朔大祭幡母衣武者行列日牟礼の左義長行事

長
浜
駅
前
通
り
を
含
む
ま
ち
な
か
の
交
通

規
制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】10
月
29
日
（
土
）
10
時
〜
19
時

　
　
　
　
　
30
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

【
区
間
】長
浜
駅
前
通
り
の
高
田
交
差
点
〜

　
　
　
長
浜
駅
口
交
差
点
お
よ
び
そ
の
周
辺

　
大
会
当
日
の
会
場
周
辺
は
、
交
通
規
制

の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
来
場

の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
駐
車
場
を
臨
時
無

料
駐
車
場
と
し
て
い
ま
す
。
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